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【科目】政治･経済
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【対象学科・専攻】電子メディア工学科・3 年次
【担当教員】

山森 哲雄

【授業目標・教育方針】
本講の目標は、基本的な経済理論を体系的に理解してその分析手法を習得することにより、さまざまな社会問題に対
して一貫した説明を与え、それらの問題を客観的に評価、判断する能力を養うことにある。
経済学は我々が暮らしている現実社会を分析対象としている。それは日々の生活のなかで人々がどのような行動をと
り、それが互いにどのように影響し合っているのかを明らかにしようとするものである。したがって、現実社会の複
雑な仕組みを理解し、論理的に行動することができるようになるため、経済学の学習は非常に有益である。また、工
学を専門とする学生にとって、工学の知識・技術が社会にどのような影響を及ぼすかについてしっかりと理解するた
めにも、経済学の知識は不可欠であるといえよう。

【授業概要】
前期はミクロ経済学を、後期はマクロ経済学を学習する。ミクロ経済学とは、消費者や企業など個別の経済主体がさ
まざまな経済活動をどのように行うかの分析に基づいて、市場の資源配分メカニズムについて研究する学問である。
ミクロ経済学は、社会の富を人々の間でどのように分け合うのが望ましいかについて、その考え方の基礎を与えるも
のであり、経済だけでなく、法律、政治、医療、環境など、多くの社会分野に応用されている。
一方、マクロ経済学とは、一国全体の総生産量、失業率、物価水準などの集計的な変数を分析し、失業、インフレ・
デフレ、経済成長など経済全体の現象について研究する学問である。マクロ経済学は、一国の経済活動の水準を高め、
豊かな社会を実現するためにどういった政策を運営していけばよいかを考える上で必要な知識を与える。

【教科書・教材・参考書 等】
教材：新版　政治・経済：実教出版
教材：最新図説政経：浜島書店
その他、参考書等は適宜紹介する。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
配布レジュメに沿って講義をすすめる。レポートの提出や授業中の小テストなどを成績に反映させる。指定の教材は
参考書として使用するので毎回持ってくること。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：15%，期末試験：20%，その他：レポート・小テスト・発表 15％
［後期］中間試験：15%，期末試験：20%，その他：レポート・小テスト・発表 15％

【本校の学習・教育目標】
◎ (A) 地球的規模での人，社会，環境についての倫理・教養を身につける．

【授業計画】（授業名：政治･経済）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 回 イントロダクション 経済のもっとも基本的な問題とは何か。
2 ～ 3 回 市場経済の仕組み 市場の価格調整メカニズムについて学習する。
4 ～ 5 回 市場取引と資源配分 市場で実現する資源配分と経済的福祉の関係について

考察する。
6 ～ 8 回 不完全競争と市場の失敗 独占による資源配分の歪みについて理解する。政府に

よる価格規制について考察する。
1 回は中間試験

9 ～ 11 回 外部性と市場の失敗 環境汚染などをもたらす外部効果について学習する。
外部効果を公的に解決する政策について考察する。

12 ～ 13 回 公共財と市場の失敗 公共財が市場で供給されない理由を理解する。公共財
を公的に供給するメカニズムについて考察する。

14 ～ 15 回 政府の失敗 政策を決定するまでの政治プロセスについて学習す
る。集団的な意思決定にともなって発生する様々なパ
ラドックスを紹介する。

16 ～ 18 回 経済活動の測定 経済循環とその記述方法について学習する。経済規模
を測る基本的な指標（GDP, GNP 等）を理解する。

19 ～ 21 回 労働市場と失業 労働市場の分析を通して、失業とは何か、なぜ失業が
生じるのかについて理解する。

22 ～ 24 回 金融システム 貨幣が経済において果たす役割について学習する。 1 回は中間試験
25 ～ 26 回 国民所得の決定メカニズム 一国の経済規模がどのようにして決まるのかを学習す

る。
27 ～ 28 回 金融政策と財政政策 物価の安定や失業の解消など経済の安定化を図る金融

政策、財政政策について理解する。
29 ～ 30 回 国際経済と為替レート 国際貿易と為替について概観する。
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